
様々な福祉分野の福祉業界で働く職員が社会福祉の原理や理論を学ぶことができる。 

受講生は各職場に戻った後に学んだ事を自分の言葉でアウトプットできるようになる。 

ほかの講座にはない受講生同士で交流する時間を毎回設けている。講座終了後も他分野の人と
交流が続く関係ができる。 

 
 

 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 

 
      

 
 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 

 
 

 
 
   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

【１日目】 

9/15 
（金） 

◆開 校 式（9:30 ～ 9:40） 

濱岡 政好（佛教大学名誉教授） 
◆第１講義（9:40 ～ 12:00） 
“社会福祉とは何か”仲間と共に学ぶ 
講師新井 康友（佛教大学・当研究所理事） 

◆第２講義（13:00～15:30） 
 

権利としての社会福祉 
 

 

講師深谷 弘和（天理大学） 

 

 

フリートーク 
15:40～16:20 
 

感想文作成 
16:20～16:30 

【２日目】 

10/21
（土） 

◆第１講義（9:30～12:00） 
 

福祉労働をめぐる現状と課題 
 

講師黒川 奈緒 
（京都市中京区社会福祉協議会） 

 

◆第２講義（13:00～15:30） 

押し寄せる格差貧困への反撃を 
～生活・貧困問題～ 
講師丹波 史紀 

（立命館大学・当研究所理事） 

 

フリートーク 
15:40～16:20 

 

感想文作成 
16:20～16:30 

【３日目】 

11/18 
（土） 

◆第１講義（9:30 ～ 12:00） 
 

障がい者家族の老いる権利 
 

講師田中 智子 
                   （佛教大学・当研究所理事） 

◆第２講義（13:00～15:30） 
 

社会的養護における子ども・ 
家族の背景と支援 

 

講師堀場 純矢（日本福祉大学） 

 

フリートーク 
15:40～16:20 

 

感想文作成 
16:20～16:30 

【４日目】 

12/16 
（土） 

◆シンポジウム（9:30 ～ 15:30）           ＊ 17:00 ～   受講生親睦会（参加費別途） 

権利としての社会福祉をどのように捉えるか？ 
～日々の仕事で感じているモヤモヤを一緒に考えませんか？～ 

シンポジスト 
✿駒居享生（七野会 在宅ケアセンター新大宮）   ✿北口美弥子（大阪福祉事業財団 すみれ乳児院） 
✿丸国朋子（みつばち福祉会 みつばち保育園）   ✿山口高志（よさのうみ福祉会 ゆうゆう作業所） 
✿加藤貴雄（京都聴覚言語障害者福祉協会 いこいの村聴覚言語障害センター）   
コーディネーター 中野加奈子（大谷大学・当研究所理事） 

 

【５日目】 

１/20
（土） 

◆第１講義（9:30～12:00） 

プレゼンテーション 

～受講生による発表～ 

◆第２講義（13:00～15:30） 

プレゼンテーション 
まとめ ＆ 講義 

 
 

講師新井 康友（佛教大学・当研究所理事） 

 

フリートーク 
15:40～16:20 

 

感想文作成 
16:20～16:30 

第 17 回（2023 年度） 
  ♪ ♪ 学 ん で い き い き ♪ ♪ 

 
主   催 ● 総合社会福祉研究所 



　「夕映えのとき～人生の終え方を支える実践～」の連載では、全国の特別養護老人ホームを
はじめとした高齢者介護の実践現場で働いている方々に執筆をしていただきました。多くの方
が現場での経験をつうじて、自身が介護職員として成長してきた、と振りかえっておられたの
が印象的でした。実践での経験をつうじて、自分自身が支援介護や、目の前にいる人の人生に
どう向き合っていくのか、利用者さんとのかかわりを通じて学び、自分のなかで柱になるもの
をつくっていかれたことがよく見えました。� （写真は、特養白十字ホームより）

最期のその時まで最期のその時まで
「その人らしく」を支える「その人らしく」を支える



　利用されている方だけでなく、その方の家族とともに支援を進めたことや、家族まるごと支
援していく実践を紹介してくれたところもありました。よく個別支援計画といわれますが、利
用者を真ん中に、みんながかかわるのが個別支援です。ひとは一人で生きているのではなくて、
家族や職員や地域の人との関係のなかで自分らしさが形成されているということをわかったう
えでかかわって初めて、「その人らしさ」が見えてくるのだなあ、とも気づかされました。
� （写真は、特養あすくの里より）



　看取り介護を終えたあと、ご本人から評価をしていただけるわけではありませんから、「こ
れでよかったのだろうか」と後悔するという苦しい気持ちも吐露されました。だからこそ、か
かわっている人みんなの知恵と力を寄せ合って考え悩み抜くことが大切だと気づいたとの声も
ありました。今この瞬間を大切にかかわる、これが最後の機会かもしれないと誠心誠意かかわ
ることで、自分自身が成長できたとの思いを語ってくださった方もありました。
� （写真は、特養中野けんせいえんより）



　高齢者介護のしごとの魅力を発信したいとの思いではじまった連載ですが、人生を終えよう
としているいのちにどう向き合っているのか、という高齢者介護の仕事のことをすべての世代
の人々に知ってもらうことが、高齢者と若者を分断し、対立をあおるような今の社会の風潮を
かえる鍵となるのではないか、とも考えます。今後も、連載に寄せられた数々のキーワードを
手がかりに、人生の終え方を支える支援について、会員・読者のみなさんと考え、深めていき
たいと思います。� （写真は、特養かりぷ・あつべつより）（文・中島素美）
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大切なものを
失わないように
　

日本高齢期運動連絡会事務局長　畑中　久明　

私
は
、
長
野
県
出
身
で
す
。
平
家
物
語
に
「
源
義
仲
」
と
い
う
武
将
が
登
場
し
ま
す
が
、
そ
の
義
仲

が
京
に
攻
め
上
る
「
旗
上
げ
の
地
」
と
習
い
ま
し
た
。
一
九
八
一
年
に
東
京
の
立
川
市
の
民
医
連
病
院

に
就
職
し
、
お
も
に
病
院
事
務
と
病
院
管
理
事
務
に
携
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
専
務
理
事
の
と
き
に
立
川

相
互
病
院
の
移
転
新
築
に
か
か
わ
っ
た
こ
と
は
、
た
い
へ
ん
大
き
な
経
験
で
す
。
コ
ロ
ナ
禍
に
対
し
て

新
病
院
は
大
き
な
役
割
を
担
い
ま
し
た
。
二
〇
一
九
年
に
東
京
都
の
北
区
に
本
部
の
あ
る
医
療
生
協
に

移
り
、
三
年
ほ
ど
専
務
を
務
め
ま
し
た
。
医
療
生
協
の
組
合
員
さ
ん
の
地
域
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
す

る
姿
勢
に
大
い
に
学
ば
さ
れ
ま
し
た
。
退
職
を
期
に
、
昨
年
五
月
よ
り
日
本
高
齢
期
運
動
連
絡
会
の
事

務
局
長
を
し
て
い
ま
す
。

日
本
高
齢
期
運
動
連
絡
会
は
、
一
九
九
二
年
に
高
齢
者
の
生
活
と
権
利
を
守
り
、
要
求
実
現
を
通
じ

て
、
国
民
の
権
利
と
し
て
の
高
齢
期
保
障
確
立
、
地
位
の
向
上
を
め
ざ
し
結
成
、
現
在
、
各
都
道
府
県

の
連
絡
会
と
中
央
団
体
、
六
二
団
体
が
加
盟
し
て
い
ま
す
。
毎
年
、
日
本
高
齢
者
大
会
を
開
催
し
て
お

り
、
昨
年
は
京
都
で
第
三
五
回
大
会
を
開
催
し
「
日
本
高
齢
者
人
権
宣
言
」
を
決
定
し
ま
し
た
。
一
九

八
七
年
の
第
一
回
大
会
（
京
都
）
よ
り
営
々
と
積
み
重
ね
て
き
た
歴
史
と
、
日
本
の
高
齢
者
の
め
ざ
す

べ
き
道
筋
を
明
ら
か
に
し
て
き
た
先
達
者
た
ち
の
英
知
に
は
感
心
さ
せ
ら
れ
ま
す
。
第
一
回
大
会
で

「
日
本
高
齢
者
憲
章
」
を
決
定
し
、
国
連
に
も
働
き
か
け
て
い
ま
す
。
国
際
的
な
高
齢
化
の
な
か
、
国

連
で
は
高
齢
者
人
権
条
約
制
定
に
む
け
た
作
業
部
会
が
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
高
齢
期
運
動
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
と
い
っ
し
ょ
に
、
国
連
の
作
業
部
会
に
代
表
を
派
遣
し
て
い
ま
す
。
今
年
は
コ
ロ
ナ

禍
の
た
め
、
一
名
の
派
遣
に
留
ま
り
ま
し
た
が
、
各
国
か
ら
の
参
加
者
に
「
日
本
高
齢
者
人
権
宣
言
」
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を
普
及
し
ま
し
た
。
国
際
的
な
高
齢
期
運
動
に
も
貢
献
し
よ
う
と
努
力
し
て
い
る
姿
を
知
っ
て
、
視
野

の
広
さ
に
お
ど
ろ
い
て
い
る
と
い
う
の
が
正
直
な
と
こ
ろ
で
す
。

最
近
、「
福
祉
国
家
」
と
い
う
言
葉
が
あ
ま
り
聞
か
れ
な
く
な
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
日
本
が
ど

ん
な
国
で
あ
っ
て
ほ
し
い
か
、
大
き
な
展
望
が
も
て
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
世
の
中
が
複
雑
化
し
、
本

質
的
な
こ
と
が
見
え
に
く
く
な
っ
て
い
る
よ
う
に
も
思
い
ま
す
。
そ
こ
に
意
図
的
な
も
の
す
ら
感
じ
ら

れ
て
し
ま
い
ま
す
。
介
護
保
険
を
見
て
も
、
制
度
に
詳
し
い
人
に
聞
か
な
い
と
わ
か
ら
な
い
。
利
用
す

る
人
も
、
事
業
者
も
、
年
々
複
雑
化
す
る
制
度
に
辟へ

き
え
き易
し
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
な
ぜ
、

そ
れ
ほ
ど
ま
で
に
複
雑
化
す
る
の
か
。
十
数
年
前
、“
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
ロ
ー
ン
”
な
る
、
奇
妙
奇
天
烈

な
金
融
商
品
が
社
会
を
大
混
乱
に
陥
れ
ま
し
た
。
そ
の
仕
掛
け
を
解
説
す
る
テ
レ
ビ
番
組
も
あ
り
ま
し

た
が
、
今
で
も
そ
の
仕
組
み
が
よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん
。
よ
く
わ
か
ら
な
い
も
の
＝
怪
し
い
も
の
、
と
思

う
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

最
近
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
も
さ
も
あ
り
な
ん
。
便
利
、
効
率
と
い
う
が
、
本
当
に
そ
う
？　

問

題
は
、
だ
れ
の
た
め
、
何
の
た
め
の
“
効
率
”
か
で
す
。
効
率
優
先
が
人
間
に
と
っ
て
本
当
に
よ
い
の

か
。
Ａ
Ｉ
も
ま
た
し
か
り
。「
福
祉
」
と
は
人
間
を
相
手
に
す
る
こ
と
で
、
一
人
ひ
と
り
違
う
の
で
す
。

そ
の
個
性
を
尊
重
す
る
こ
と
が
人
権
思
想
に
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。
効
率
優
先
か
ら
は
そ
の
思
想
が

生
ま
れ
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
新
し
い
も
の
を
生
み
出
す
社
会
進
歩
は
必
要
な
こ
と
だ
が
、

そ
の
時
、
大
切
な
も
の
を
失
わ
な
い
よ
う
に
し
た
い
も
の
で
す
。

はたなか　ひさあき

東京立川市の民医連病院を経て、2019年に東京ほくと医療生活協
同組合、2022年に日本高齢期運動連絡会の事務局長に着任。今年4
月から本誌全国編集委員。
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日
本
に
お
け
る
、
老
人
福
祉
施
設
、
障
害
者
支
援
施
設
、
保
育
所
等
の
社
会
福
祉
施
設
等
の
数
は
、
最
新
の
「
令
和
三
年

社
会
福
祉
施
設
等
調
査
の
概
況
」
で
八
万
二
六
一
一
事
業
所
（
二
〇
二
一
年
）
で
す
。
一
〇
年
前
の
二
〇
一
一
年
で
は
約
五

万
施
設
だ
っ
た
の
で
、
一
〇
年
で
約
三
万
か
所
増
え
て
い
ま
す
。
日
本
に
お
い
て
、
長
く
社
会
福
祉
事
業
の
主
た
る
担
い
手

と
し
て
社
会
福
祉
を
支
え
て
き
た
の
が
、
社
会
福
祉
法
人
で
す
。
社
会
福
祉
法
人
は
戦
後
、
公
的
責
任
に
よ
り
実
施
さ
れ
る

社
会
福
祉
事
業
の
担
い
手
と
し
て
、
制
度
化
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
二
〇
〇
〇
年
以
降
、
介
護
保
険
制
度
を
筆
頭
に
福
祉

制
度
は
措
置
か
ら
契
約
へ
と
転
換
さ
れ
、
株
式
会
社
を
は
じ
め
と
す
る
多
様
な
供
給
主
体
が
、
福
祉
事
業
に
参
入
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

社
会
福
祉
法
人
と
お
な
じ
非
営
利
組
織
と
し
て
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
や
生
活
協
同
組
合
、
労
働
者
協
同
組
合
に
よ
る
福
祉
事

業
が
広
が
り
を
見
せ
て
い
ま
す
。
と
く
に
、生
活
協
同
組
合
や
労
働
者
協
同
組
合
な
ど
の
「
協
同
組
合
」
と
い
う
あ
り
方
は
、

以
前
か
ら
福
祉
と
親
和
性
が
高
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
、
そ
の
発
展
の
可
能
性
が
議
論
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
と
い
う
の
も
、
福

祉
と
い
う
の
は
そ
も
そ
も
、「
傷
つ
き
や
す
い
状
態
」
に
対
す
る
社
会
的
・
共
同
的
な
対
応
だ
か
ら
で
す
。
購
買
生
協
を
主

と
し
て
発
展
し
て
き
た
生
活
協
同
組
合
も
、
組
合
員
や
地
域
の
困
り
ご
と
・
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
か
た
ち
で
、
福
祉
事
業
を
展

開
し
て
き
ま
し
た
。
労
働
者
協
同
組
合
（
ワ
ー
カ
ー
ズ
コ
ー
プ
）
に
お
い
て
も
、
地
域
の
困
り
ご
と
に
応
え
る
仕
事
お
こ
し

特集特集

権
利
と
し
て
の
福
祉
を
守
り
、

発
展
さ
せ
て
い
く
“
き
ょ
う
ど
う
”
を
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が
広
が
る
な
か
で
、
二
〇
二
二
年
一
二
月
に
は
、
労
働
者
協
同
組
合
法
が
施
行
さ
れ
る
に
至
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
今
号

の
特
集
で
は
、
そ
う
し
た
協
同
組
合
に
よ
る
福
祉
事
業
に
焦
点
を
あ
て
、
協
同
組
合
と
福
祉
を
め
ぐ
る
期
待
と
課
題
に
つ
い

て
考
え
ま
し
た
。

行
き
過
ぎ
た
資
本
主
義
に
抗
う
あ
り
方
と
し
て
世
界
的
に
も
注
目
を
集
め
、
発
展
し
て
い
る
「
協
同
組
合
」
と
い
う
あ
り

方
に
は
、
福
祉
事
業
を
お
こ
な
う
う
え
で
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
強
み
が
あ
り
ま
す
。
社
会
福
祉
の
発
展
を
考
え
る
と
き
に
、
そ

の
強
み
は
大
き
く
活
か
さ
れ
る
べ
き
で
す
。
い
っ
ぽ
う
で
、
国
が
「
多
様
な
主
体
の
社
会
福
祉
へ
の
参
入
」
を
謳
う
と
き
、

そ
の
本
音
は
、
公
的
責
任
を
後
退
さ
せ
、
国
民
や
地
域
に
よ
る
自
助
・
互
助
・
共
助
で
社
会
福
祉
を
補
お
う
と
す
る
と
こ
ろ

に
あ
り
ま
す
。

そ
も
そ
も
社
会
福
祉
と
は
、
す
べ
て
の
人
の
尊
厳
を
守
り
、
人
間
ら
し
く
生
き
て
い
く
こ
と
を
保
障
す
る
、
人
権
保
障
の

公
的
な
シ
ス
テ
ム
で
す
。
そ
の
シ
ス
テ
ム
を
整
え
る
責
任
は
国
に
あ
り
ま
す
。
と
同
時
に
、
そ
こ
に
事
業
者
が
関
与
す
る
と

い
う
こ
と
は
、
事
業
者
も
社
会
的
ミ
ニ
マ
ム
の
供
給
に
責
任
を
も
つ
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。
だ
か
ら
、
社
会
福
祉
の
一
翼
を

担
う
事
業
者
と
し
て
、
絶
え
ず
制
度
を
改
革
す
る
た
め
の
研
究
や
社
会
運
動
が
求
め
ら
れ
る
の
で
す
。

多
様
な
主
体
が
社
会
福
祉
の
シ
ス
テ
ム
に
関
わ
っ
て
い
る
と
い
う
状
況
は
、
競
争
に
よ
る
淘
汰
、
互
助
・
共
助
の
強
化
と

い
う
側
面
も
も
ち
ろ
ん
も
っ
て
い
ま
す
が
、
同
時
に
、
そ
こ
に
抗
う
、「
人
権
と
し
て
の
福
祉
」
を
求
め
る
運
動
や
“
き
ょ

う
ど
う
”
が
広
が
っ
て
い
く
可
能
性
も
秘
め
て
い
る
は
ず
で
す
。
人
権
保
障
を
担
う
団
体
と
し
て
、
非
営
利
協
同
の
組
織
と

し
て
、そ
れ
ぞ
れ
の
強
み
を
活
か
し
な
が
ら
手
を
つ
な
ぎ
、「
権
利
と
し
て
の
社
会
福
祉
」
を
守
り
、発
展
さ
せ
て
い
く
こ
と
。

そ
の
“
き
ょ
う
ど
う
”
の
可
能
性
を
、
探
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。�

（
編
集
主
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弥
）


